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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の予備的検討を背つた優colunin　chrOmat（♪tsu’aphy

　　　　　　　　I緒　　雷　　　　　　　　　　と免疫眠気泳動法を応用してず響Lにおける木物質の性

　母乳に抗ポリオウイルス作用のあることな，最も　　状にっき可及的詳細に検討した。又この中和物質徹禽
早く指摘したのは北岡①の発爽と思われる（1949）、，　　む乳汁廻三後数日以内の新生児あるいは米熱児に：メ‘際

北岡は当時vウスを使用してin　viVQのrl1和鍍験　　　に投b－一して，その血i・1・1への移費の如何などを検rlれ。

（neutralizing　t㈱t）を行し・，母乳中に，　Lansin喜株　　た。以下に成継を述べる。

に対する巾和物質の存在する場合のあることを指摘し

た。ついでSabin③もマウスの脳内接磁法を用いて　　　　　　　　II研究対象と研究方法

同様の事実を述べた。この方面の研究は，その後しば　　　　　　1）　研究対象　　　　　　　　　　　　．，，

らくの閥はとだえていたように思えるが，実験テ技α）　　　　（1）　羅乳と母親1血L濁：1欝州大学匿学部燃婦人科学

進歩，特に組織培養法の導入や坐ポリオウイルスワク　　　教窒及び松本市内の一憧院の産婦より採取した。検体

チソの人体への応用が可能となると共に・近来樽ぴ関　　　数は彫乳64検体，血溝64検体である。この両鱗は陶一

tt心をひき内外で研究が行われるようになつた。即ち上　　　婦人から常にペアーで操取した。侮乳は分娩援雛Ull

述したSabin④が再びこれをとりあげたのを始め，　　から第4日までのものを初乳，第5日より第ユ4日まで

海外ではAthreya⑥，　Hodes④，　Warren⑦らが，　　のものを移行乳，15日以後のもあを成熟乳とし，採取

又本邦では田橋⑧，山崎⑩らが種々の検討を相次いで　　後li丁及的速かに下記の方法により乳溝に分離した。こ

行つている。これらの最近の報告を通覧すると，この　　れらの乳清並びにJ血L溝は直ちに一2（，°Cに猟結保律し

ポリオウイルス中和物質（以下ポリオ中和物質と呼　　　3ケ月以内に実験に供した。

ぶ）は型特異性を持つというが，その性状の細部に就　　　　（2）乳身己：乳汁あるいはポリオ免疫甑溝を投与し

いてみると，おそらくγ一globulinであろう（Sabin，　　た新生児，未熟児は当科に入院した健康新生児黒は特

Warren）という報告や，濾紙泳動上1億L清抗体とは異　　に異常のない来熟児15者である。その目禽は盗後2H

るという報告（Hodes）を見ゐに止り，」血L消中和凱体　　　乃至5日である。生下時体重は16〔〕0～3141、9である。

との異同を含めて未だ解明されたとは去えないように　　　これらの乳児には，あらかじめ濃度の明らかなポリォ

思はれる。さらにこの様なポリオ中和物質をもつ母乳　　　中和物質を食んだ撮乳又は免疫血滴を含む乳汁（粉

で乳児を哺育する場合，本物質が果して乳児に移行す　　乳）を投与した。投与前の栄養法は粉乳栄鍛で何れも極

るか否かは臨床上にも重要な課題と思はれるが・この　　　めて少鼠を投与されていた。なほ対照とした沸投与の

点を人体に就て検討した成績は手許の文献には只出し　　新生児あるいは未熟児も，すべて粉乳栄蓬のものであ

得なかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。栄養法別に」丘繭中和抗体価を比較した乳児は，当

　以上述べた母乳中の；9リオ中和物質に関する従来の　　科外来を昭和37年7月より昭和39年4月までに健艇診

成績に基き，今回著者は，その一部の追試を含む二・三　　　断の目的で訪れた健康な乳児78名（燈乳栄養児41名，
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人工栄養児37名）である。その月令は1ケ月～6ケ月　　Beckmalm型分光光度計にて，280tn／iのQptical

で，月令別には1ケ月（生後15日～35日以下同様）：　　densityにて測定した。

12名，2ケ月：15名，3ケ月113名，4ケ月：12名，　　　　（3）　免疫電気泳鋤法；　cellulose　actate膜によ

5ケ月；14名t6ケ月：12名である。ポリォワクチソ　　　る免疫電気泳動：cellulose　aeetate膜はOxo社のも

は全例未接種であるo栄餐法はすべて癒接問診して確　　　のを使用し，緩衝液はveronal－・veronal　Na緩衝液

かめた。母乳栄嚢児中には1日il圭として粉乳な約150　　　（PH　8・6μ罵t｝・06）を使用した。実施にあたつては，

7影程度投与されていたのも含まれる。　　　　　　　　　　cellulose　acetate膜な5crn×10（η脳に切りveronal－・

　　　2）　研究方法　　　　　　　　　　　　　　　　　veronal　Na緩衝液をしみこませて余分の水分を除

　（1）乳満分離方法：rennet法又はエー一テル法に　　　き，この後毛細管にて検体を所定の位蹟に塗布した。

よつた。rennet法の場合は乳rl・20鰍こ特級クロ揖ホ　　泳動1凱定蹴流にてO・4NO・5？nA／crilとし泳動時間は

ルム10meと〔〕，5％1’enllet　O．41π6を加えPC　1万単位　　　30～4〔〕分であつた。次いで抗血満を塗布し流励パラフ

SM　5QOγを加え37°C　1．時間温浴したのち30eOr・　p・　　イン中にて1～2晟夜反応させた。反応終了観は良く

m，30分間遠沈し，この上満を乳清とLt⑪。諜一テ　　　水溌しPoncoau　3　R染色液にて染色した。乳潤瞭の

ル法の樹合は，乳汁2伽6に特級工一テル10紹を加え蔵　　　試料はいずれも測驚前にveronal　・・veronng　l　Na緩衝

ちに3000r．p．塒．ユ時闘遠沈し．，下方に沈んだ部分を　　　液にて遊析して使用した。

乳清とした。なお予傭実験として行つたcasein中の　　　　なおr部についてはOttchterlony法によ著）検討

ポリオ巾和物質の存在の検討の場合以外1よ，すべて　　　も行つた。即ち，上言己緩衝液ユ、・5％に寒天な溶鮮し縦

rennet法を用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　横夫々10㎝×7crnの溜拭したガラス板上に厚さ2撒位．

　（2）　DEAE　Celluloso　column　chroina七〇gra一　　　になる様に溜己し圃まらせた後，直径2㎜の穴をあけ，

phy：（a）　DEAE－celhtlose　column：イォン交　　　この穴に抗血澗及び検体を滴下し，窺温にて蒸発を防

換celluloseとしてはSer▽a社のdiethylaminoe－＋　　ぎながら48時間以上傑存し観察した。

thyl　celluleseを用いた。約20炉のDEAE・cellulose　　　これらの爽験に使用した抗ヒト金血澗ウマ並L溝，抗

を14の0。6磁食壌溶液で5回よく撹絆しながら洪　　　γG－910bu1in血澗，抗γA－globulin血溜，抗γ　M－ri

い，更に14の0，0375M食塩溶液で3回洗瀞した後　　　globulin並1漕はすべて東京火学血満学教室松橋助教

500紹の0．0375M食魔溶液に浮遊しPHを7，4に調　　　授の御好意により得た。これらのうちγA一郎obulin

整した。このcellu10Seを直ちに1紅径2．5伽のco1一　　血清にはγA－Myelolna　proteinによ・つて作つた

umnに約14醐の高さだけ重力に従つて滴下してつめ　　　γA－globuiln（γ　A－paraglebulinと言己載）と，　PU￥L

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で免疫して作つたγA－910bulin（γ　A－globulinと

　（b）　Chromatography：fraction　collectorは　　　記載）と2種類ある。なほ各globulinの名称は，

東洋濾紙科学会社のT・O－－1型を用いた。9・。di・nt　WHOのヒト免疫gl。b・11n名隣黛会の酷⑭によ

elutionとしては重力落下により混・禽槽1ケ及び貯蔵　　　つた。

槽1ケの形とした。混合槽に妹0・0375Mの食塩溶液　　　（4）母乳中のポリオ中和能の測簸：組織焙養法に

1．14を入れ，貯蔵槽には0・6Mの食塩溶液600認を　　　て測定した。使用細胞はHeLa　S3株である。中和に

約120彫／時間の割合で落下させcolumnにみちびい　　　用いたウイルス株は1型Mahony－－IHIeLa継代株，∬

た。各乳消検体はcolurnnにかける前48蒔間34の　　　型MEFI－HeLa継代株1皿型Sankette－HeLa継

0．0375Mの食塩溶液中にて透析しあとは特別の処理を　　　代株である。これらはいずれも東北大学細菌学教蜜よ

することなく，その20彬をCQIumnに入れた。その　　　り分与されたものを，当教室に於て継代したものであ

直後約50紹の0．0357Mの食塩溶液を加え，分画No．　　る。使用せる培養液はSabinの用いたLE　Medittm

1から6迄流し，その直後にgradient　elutionをけ留　　（SLE）である。その調製方法は艶教室神谷の記載に
始し，展開液（effiuent　solution）を，　columnの上　　　よつた⑬。これセこ20％の仔牛thLtwを加えたものを細胞

端に導いた。columnからの溶出液は各分画当り10m6　　増殖用に使用した。血清はポリオウイルス増殖附⊥ヒ性

であった。各分画の食塩濃度はCトの貴より推定し　　　のないことを確かめた仔牛血清を使用した。乳清稀釈

た。G1一の決定はMohr⑫の方法によつた。即ち試料　　　はSLE液を用いた。あらかじめ非動化を行つた乳溝

に0．OSmeの10％potassium　chromateを加え純水　　　1よ4倍から始まる4の倍数稀釈を行つた。稀釈乳滴

にて約加6’に稀釈する。これを0．1N　AgNo3にて赤　　　G・3認と100　TGD　50／O・1η6のウィルス液0・3紹を混

褐色になる迄適定し海。各分画の蛋白濃度は日立の　　　じたものを37°C3時間放置し更に1夜氷窒に保存せ
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るものを，培…轍繍てSLE湘、・て齢し．網寺月i培　に述べた検伽）うち1・：L　IM｛tllct）細オ・1卿能轍

鰍（5％牛・備加SL職）を・・S・e加えた1縦…isR　査しえ・lt：64例につき三つの型の偉肌ーし榊轍噛・

験管に0・2meつつ接種を行つた。判定は接種3目以後　　謝めたもの，二つの型のみに対して認めたもの，一つ

に於てウイルス感染価カミユ・・rrCD　5・に逮しゾ塒｝こ　の型のみに対じ儒め／こもの・イ町れに対レ磁渤な

行った諦裸の判定にe’・｝・・［）。％感蜘雌採）’H　L，以刊L　かつたものに1・・Nけて猫裸性磁討し．た・この細は

蒲中和抗体と同様の基｛lllにより抗ポリオ物質の巾和育ヒ　　図2の如くで，この場例、先人の成績と軌癒…・に1．，

とした。陽性陰性にて論ずるi晦は4倍未満を障1性とし　　た。即ち初乳移行乳では三つの型のli1∫れも認めたのヵミ

た。乳濡は侠用するに先だち1’」3Mediumのト分：吊二　　42例中27｛列1（6く｝％）と最も多かつた。次いで1∴つの型

に48時岡以上の透析を行つた。　　　　　　　　　　　　　に紺してのみ認めたもの1｛1例（23％），：一つの鶉iに対

　（5）　応猟清中和抗体の測竃方法1当教蜜神得の記載　　　1・てのみ認めたもの3例（7％）・何れの鋼に対して

した力法⑬と全く同様で，使用細胞はHeLa　Su株で　　　も認めなかつたものが1例（L5％）で1セ，つた。成熟翫

あり，培1融はLE　M・di・lnで麟。中鵜二川いた　て1綱様にしてそれぞれ22例・116例（27・晦），9例

ウイルス，墾技は乳湾に使用しブ1二のと同じである。た　　　（・1｛｝．9％），：・｝例（13．6％），4例（18％）となった。以

x・しこの場台にはLE　Mediu1｝での透析は背Ilt庶か　　　上の成績は1り蝋1：11のポリ謁昌中巧Wi勿質が濁特異性な翁す『

つゾこ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることを示咳…づ舶ると’忍け：れブ己o

互∬馴醸験　　　　　　　図2鵬・L中‘Dポリ刺卿能の型1寺異性
　（　　1　　）　　　　　　　 P；・）：響L　 P拍　q）　 ；｝　£　　 り　　

．A
■　 1二1－1　＄91tj旨　 と　　i；J： 　f：i‘　a）　 －1・）轟19又11虹：　」りj　　　：　　 iiIii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

loOl／o

渚の関係な初乳16例，樹将い9例，1鵡il乳1，6例な対

錬として検罰した。ポリオウイルスとしては1，∬，

皿型を用いた。その結果先人の報倍（Sabin④，［II

橋⑧，山崎⑩）と同一の傾ll藤ゴえた。即ち初乳移行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50r，，
乳，成熟乳の別にそれぞれ幾何｛享：的平均櫨を求めると

図1の如くなつた。図中縦軸はポリオ中和能／1」．1認¢）

平均纏であるが，初乳：1型5（ift’も　Il型3誓｝僑，皿型32

倍。移行乳：1型27倍，］1型29f齢　皿型16倍。成熟

　　　　　　　　　　　［騒

　　　　　　　　　　　　鞍

乳・1型4倍，鯉1嚇淵翻ヂ祉なつた・即脇　　　 羅　　騰　　羅　　f・’r　21
型とも初乳は高い値を示した。整行乳はこれにつぎ，　　　　　　埼　　　変脱　　　：1塘　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　‘り　　　　　　　を　の　　　　　　　を　・り　　　　　　　　弗
成熟乳は最も低い値を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くC・｝

h／」／図1繍一中和榔・乳・初購趨鹸驚募懲繍1
　’°・1cc　　　　　　　　　　e：　r）ff・C　3Q分，80・C　3。分，98・C　3。鋤ll齢「た、こ
5σ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．　　れらの3群につき各型のポリオ中和能を比較したり紬

4。　　　　　　　　　ilii　果｝潮13の如くなった。　l／ll】ち56℃3・分IJEIill・t・♪検偏k

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　　　　爽々ある程度の巾和能を示していたが，8U℃3t粉，

30　　　1　＿　　　　　　　　　　　「π　lif　　、98°C　30分加1品後の検体では何れも全く”t・1和能を示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　型型型　　　さなかつた。以上より隊乳中のポリオrl　1和物質は加熱

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対して血溝中和抗体と細似の態度を示すと思はれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　母乳中のポリオ中府1能の保存に，よる膨響：∫詠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳中のポリオ中駒」能の保存による影響な換討’し、た1，憲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．　　　　　ず検体を2分し一ブ∫｛；k癒ち番こポリオ中湘能を測定し、

　　　　初乳　　　　移行乳　　　　成熟糺　　　　た。他方は一20°Cの氷室に傑存L，3ゲ月総遡後金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く岡様にポリオ中和能を1測定した⑪この結果ほ袈1の

（2）母乳中のポリ・桝卿能の型特異性：上記（1）　如くなつた。即ち中和能が1－”4倍のものft．（＋），
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図3　　国浮L中のポリオ中和能の熱処理による影響　　　　　　　　　　　　　　　　1

中

64

32

16

和

　　8
能
　　4

2

1

　0

（倍）

64

x　　　　　　　　　　　　　32

x　　　　　　　　　　　　　　8

4

2

＼　　　　　　　’　　1

N　　　　K　　　　　O

＿＿，．，，＿一．，be－d @（倍）

32

16

8

4

2

1

一…「K　　　　　o

56℃　　　80℃　　98℃　　　　　　56℃　　80℃　　98℃　　　　　　56℃　　80℃　　g8℃

30分　30分30分　　30分　30分　30分　　30分30分’30分
力II　　　　　　加1　　　　力li　　　　　　　　　　加r　　　　　カII　　　　　カil　　　　　　　　　　　カll　　　　　jJll　　　　　力II

熱　　熱　　熱　　　　熱　　熱　　熟　　　　熱　　熱　　熱

8～32倍までのものtAt〈・ll－），64～128倍疏）ものを（llf）　　能はほぱ一致し，この結果から鍬乳r11のポリォ中和物

とすれば，3ケ月の上記染件下の保存で1よ・｛蜜しい影響　　　質はcasein中1こはほとんど食まれていないと思われ

は調められなかつた。以上より彫軋中のポリオ中和物　　　た。

質の保存に．よる影響と血漕中和抗体のそれとの間には

大差がないように考えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV　研究成績　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　母乳中のポリオ中和物質の性状

　表1　母乳中のポリオ中和能の保存による影響　　　　　　（D　column　chromatographyにょ篭，検索；初

検体1ウイル・の琳・麟・｛・1定・・脳・腱　勲榊1として・°1・m・・1－t・・…hy漁・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　分画に分離しポリオ申和物質の禅在につき検索し，得　”

1

2

3

1

正

皿

1

】［

皿

1

．1［

Ilt

薪　＃　・れた鞭㈱撒・ヒ甑鰍婦入
　　　　　　　　　　　　の障親から採乳したものをブ・・Mルし乳満として用い
十　　　　　　　十

一一一…一一一一一…・…一一一 @　　たo全展開時間は約8時關で，分醐数は6（1取）この際

（注）　　　r1・1不ロ商旨／0．1cc　　　1倍．Nl　4f輩浄　　　（一ト）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　＋　　　　　＋　　　　　の斉分画の蟹白濃度は表2の如くであった。結果は図

　　柵　1－IY　　5卿く2っの大きなPeak　l及び皿が得ら締。異

　．烹＿1＿煎＿　 つた時期に3師っ燃つたプー、レ初乳の，、。！。mn

　　I卜．　　　　十卜　　　　　chromit　tographyの結果は何れも々象ぼ同じて～らつた。

　　1…＃　資罵鹸諜搬1藷鑑響驚蹴欝
　　　　　1　　　　　　　　えた。次に上紀成綴を参照し，て緑乳舷ぴに血満にお

8倍～32倍　（十ト）　　　　　　ける中和能が如何なゐ分画に存在するかな検討した。

64倍～128倍　（帯）　　　　　即ち表2中の分画5と6（以下分画Aと呼ぶ），分画

　　　　　　　　　　　　　　19，20（以下同じく分画B’と呼ぶ）。分画29と30（以下

　（5）母乳中の31£リオ中和能と乳汁caseinとの関　　rrilじく分画cと呼ぶ），分画3β，37（以下同じく分画

係：測窺方法の項で述べた両処理法即ちエーテル法と　　　Dと呼ぶ），分画47，48（以下岡じく分醐1靴呼ぶ），

rennet法を岡一換体につき岡時に行つて乳滴を分離　　　又表31†1の分画4と5（以下分画A！と呼ぶ），分画19，

し，caseinを含む乳滑と含まぬ乳漕を得た。この爾　　　20（1司じく分画Bノと［乎ぷ），分画24，25（同じく分画

種の乳溝各8検体につぎ同時にポリオ中和能を比1愛し　　　C’と呼ぶ），分画39，4〔｝（同じく分画D，と呼ぶ），

た結果は図4の如くなつた。即ち両処理法でえた中和　　　分画49，50（同じく分画E！と呼ぶ）の各分画に就き
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検

体　6

番

　　5
号

4

3

2

1

1　型 　111型

1248163264128　1248163264　1248163264（倍）　・　　　中和能　　（倍）　　　中不ll自旨　　（倍）　　　中和能

表2初乳のDEAE　Cellulose　column　　　　　　　図5初乳の1）EAE　Cellulose　colurnn
　　　chroznatographyによる昏分画の　　　　　　　　　　chromatographyによる分画　　　　　，

　　　蛋白濃度　　　　　　　　　　　　　　　OD

分画

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

張白濃度

（280舵μ）

O，065

0，055

0，080

0，650

oo

oo

o◎

　ou
ユ，250

0，680

0。450

0，380

0，　330

0．295

0．250

0．225

0．225

1．100

2．000

2．000

分画

番号

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

「33

34

35

36

37

38

39

40

蛋白濃度

（280躍μ）

1。750

1。500

1．400

1，350

1．400

1．400

1．350

1．300

ユ，200

1．050

1．050

0．810

0．810

0．810

0，730

0，680

0．610

0．310

0．310

0．2δ5

分画

番号

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

　　　　　留801tしμ

蚤白濃度　　2・・

＿（嬰Q照）tt

　O，275

　0、265
　　　　　　　1、o

“tq’｝

　　　　　　゜　0　　　　　　　　　 10　　　　　　　　　20　　　　　　　　　コ0　　　　　　　　　40　　　　　　　　　 50　　　　　　　　　60

0．226　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J）「　画　fi　号

0．225

0．310　予めこれらの分画を抑和の硫安OCて螢白質を塩析

O．170　　　し，これを3000r・P・m．3〔｝分遠沈しttて得られた沈・｝査

0．185　　　を1麗の減菌蒸留水に溶解し，まつ滅菌蒸溜水，っい

0．175　　　でLE　Medittmにて1昼夜透析した後組織培養法に

0・165　　　よる中和試験を行つた。その結果は表4，表5に示し

O・135　　　た如くなつた。即ち母乳に於ける中和fs旨は分画A及び

0．145
　　　　　　Bの両者に認められた。之に反し血漕に於ては当初
゜・1°5 @偲乳よ鵬い活膿を示した｝．かかわらず、脳A・
O，090
　　　　　のみに認めBノその他には認めなかつた。なほ他の分
O．085

0055　　　画には何れの場合も中和能を認めなかつた。以上の

0．050　　　column　chromatQgraphyによる検索の結渠より，

　　　　　母乳と血清における中和能を呈する物質の性状は必し

　　　　　　も同一ではないと考えられた。
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表31血L清のDEAE　Cellulose　column　　　　　　　表4　初乳の各分画におけるポリオ中和能

chromatographyにょそ〕各分画の

蛋白濃度

分画
　　　蛋白濃度
番号（280m、．、）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

O．082

0．042

0、045

　脚

　D◎

　PQ
1．089

0，780

0．601

0，439

0，328

0，251

0。222

0，183

0，290

0．309

0．274

1．100

1．330

2。100

分画

番号

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

螢白濃度
．（｛…8971‘μ）

　1．590

　ユ，588

　1．57〔｝

　ユ，550

　1。500

　：t．390

　1，240

　1，ユ5〔1

　1．1（】0

　0．970

　1，900

　0．841

　0．722

　0．749

　0．690

　0，708

　0．700

　0．649

　0．619

　0。509

分画番轡

瑚．（・昌91、。Σ　・1、
分㌦白濃度　……”’1一一r｝ぎ

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

0．496

0．445　　　　　B

O，411

0．420
　　　　　　　c
o，4｛〕9

0．323

0．310　　　　　D

o．310

0．352
　　　　　　　E
o，378

19

20

29

30

36

37

47

48

ポリオウイルス中和能＊

【測11［型
8倍

4倍

0

o

0

1：1讐　原母乳丁…　・1音

32倍

32倍

0

o

0

128傭

0．251　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊　O’1ec宛）

0．222

0・ユ83　　　　表5　」ktmuの各分llliiにおけるポリオ中和抗体

O．155

0，／00

0．055

0，045

0．045　　　　A！

　　　　　　ポリオウイルス中和抗体佃i巾
分画番弩・．一・．　・一・・一　一　・　一　一・一一一一・・一一・

　図6備のDEAE　C・11。1・se　c・lt、mn　　　B／
　　　　chromatographyセこよる分・匝珂　　　　　　　　　　　　・　・　…・－

OD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C／
280m　ge

，。Lユ

Dノ

El

4

5

19

20

24

25

39

40

49

50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　霞壌1畏「圧　　　　　　　－．一　　　一．一＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lkFi　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，、　1…1°　　　原　血　清
　　　　　　　　　．．．．“一．　一・－de　　ゴゴ゜・2°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0，000　　　　　iO　　　　　20　　　　　3G　　　　　40　　　　　50

　　　　　　　　　　　　’ケ　働　醇　り

1　　型

128倍

0

0

0

0

256倍

1［　型

256倍

0

0

0

0

256倍

．“＿一畷，．一・一・v’9“”鳳’ @　　　　　　　　‘°・u°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊04cc宛）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2本の沈降線が見られ，分画Bではglobulin領域に

　（2）　免疫電気泳動法による検索：初乳のcolumn　　　1本の沈降線が見られた。そこでさらに各種の抗glo－

chromatograpllyに於ては上述のよう1：　2っの蜂が　　　bulin豆旺清を用いて詳細に検討した。その結果は図7

得られ，この両者よりえた分画A，Bの何れもがポリ　　の如くで，初乳は抗γG・・globulin（γ2－gL）血清，

オ中和能を示したので，この両分画並びにその原乳溝　　　抗r　A－globulin（γi　A－gL）血L清・抗γA－parag1一

を材料として本法による検索を行つた。まつ抗人全血　　　obulin　lnt溝　抗γA－globulin（γ1　M－－91・）血清と

清ウマ血清に対する反応を見た結果は初乳ではatbu一　　沈降線を作つた。．分画Aは抗γG－globUlin血満，抗

1nin領域からglobulin領域にかけて少くとも7本の　　　γ　A－・paraglobulin血清と沈降線を作つた。分画B

沈降線が見られた。又分画Aではglobulin領域に　　　はb‘C　r　A－globulin血清と抗γA－paraglobulin　ift1
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図　7　初乳・分画A及びBの各種抗globulin血清に対する免疫電気泳動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α　2－lipoprotgin
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　7－・　H認全一gb㍗1i警1A｝gb朗1塩、，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，A－、1。b。1・n　＼冒！　／タ1－1ip°P「°tein

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、　　～｝1！　／／　MS2－91・b・li・
7－a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、　　　　、　　11　　’　　　／／　　　，／
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S
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K
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’　　泉
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K

30
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13

B

23

S

16

K

23

A
16

B

30

泉：抗人血清馬血清　　　　　　　　Serum：健康人血清

13：抗γG－globnlin血清　　　　　　K：初　乳
23：抗γ　A－paraglbulin血清　　　　　A：分画A

30：抗r　A－globulin血清　　　　　　B：分画B
16：抗rM－globulin　j［［．Lts

清と夫々1本の沈降線を作つた。ただ初乳及び分画　　A，B，には含まれていなかつた。なほOuchterlony

Aは抗γ　A－globulinとは2本の沈降線を作った。次　　法により上述の一部につき検討を加えた。即ち抗血清

に抗母乳家兎血清と初乳，分画A及び分画Bとの反応　　　としては前述した抗ヒト全血清，抗γ　G－globulin血

を見た。対照として抗人全馬血清も同時に見たが，こ　　清，抗γM－globulin血清，抗γA－globulin血清，

の結果は図8の如くで，初乳及び分画Aは抗母乳家兎　　抗γ　A－paraglobulin血清を用意し，図9の下図の

．tfu清との問に抗人全馬血清との間には見られない沈降　　　様な組合せでこれらの抗血清と初乳，分画A及びBと

線が見られ，初乳及び分画Aには，母乳に特有な抗原　　　の反応をみた。この結果は図9の如く成績は全く一致

性物質　（MS2－globulinと思はれる）が含まれてい　　　した。

ることが判つた。一方分画Bでは1本の沈降線のみが　　　　　　2）　未熟児，新生児に対する経口的投与

みられ，この母乳に特有と思はれる物質は存在せず，　　　　　　成績並びに栄養法別にみた乳児の血清

先の成績を参照すると，γA－globulinのみが含まれ　　　　　　ポリオ中和抗体

ていることがわかつた。一方γM－globulinは，分画　　　　（1）　同種免疫血清を投与した際の成績：6人の健
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　　　　　　　　　　、　泉　　　，G－gl・b・li・

譲馨叢締灘初乳　　　一‘一『『『”一、

　　　図　8　初乳・分画A及びBの抗母乳家兎血清に対する免疫電気泳動
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初乳

7630

A

泉

B

7630

S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・G－・1・b…”／”／・ハ＼＼＼泉

泉・抗入全備・血清　　・A－gl・b・1・・し’ζ／1＼＼＼’＼。lbu。、，

7630：抗母乳家兎血清　　　　　　　　　　　1M’gl°bulin／／　　1　　1　’・、　’、
　A：分画　A　　　　　　　　　　　　fi　ICA　－91°b”li”　’／　　H・rl・p・xin’1，　＼　’a’LiP°P「°tein

　B：分画　B　　　　　　　　　　　　H。pt。gl。b．lin…　　　　M－gl・b・li・　＼
　S：健康人血清　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　IA－A・trt「ypcin

康成人に106加4のポリナ生ワクチン1meを投与し投　　　く投与前後において著明な変動は認めなかつた。

与後1ケ月目に採血し夫々ポリオ中和抗体を測定し，　　　　（4）　栄養法別にみた乳児の【血清ポリオ中和抗体保

このうち抗体価の高い血清（1型516倍，皿型4096倍）　　有率：生後1～6月の乳児合計78名につき栄養法によ

6～20彪を，生後2日～5日の新生児及び未熟児3例　　　る血清中和抗体の保有率を月令別に検討した。血清中

に経口投与し，免疫血清投与前，投与後12時聞，同24　　和抗体価4倍以上を陽性とすれば，その成績は図12，

時間，同36時間に於ける乳児のtflt清中和抗体の推移を　　13，14に示す如くなつた。即ち1型：母乳栄養児では

みた。結果は表6と図10中に示す如くなつた。即ちい　　　1ケ月100％，2ケ月67％，3ケ月57％，4ケ月33％，

ずれの場合も対照とせる非投与新生児の場合と等し　　5ケ月14％，6ケ月0％。人工栄養児では1ケ月100

く，これら乳児の中和抗体価は投与前後において変動　　　％，2ケ月50％，3ケ月67％，4ケ月33％，5ケ月0

を認めなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　％，6ケ月0％。同様にして皿型：母乳栄養児では

　（2）異種免疫血清を投与した際の成績：生後2日　　　1ケ月83％，以下67％，43％，50％，43％，33％。人

・一・5日の新生児未熟児にポリオウイルスの猿免疫血清　　工栄養児では1ケ月83％以下67％，50％，50％，43

（抗体価1型，皿型とも55000倍）の：3meを経口投与　　％，33％。1L型：母乳栄養児では1ケ月83％，以下44

し，上述と全く同様の検討を行つた。結果は表6と図　　　％，140／o，33％，14％，17％。人工栄養児では1ケ月

10中に示す如くなつた。即ちいずれの場合も投与前後　　　50％，以下50％，17％，50％，14％，0％となつた。

において変動を認めなかつた。　　　　　　　　　　　　即ち生後1ケ月の1皿型に対する保有率において母乳栄

　（3）初乳を投与した際の成績：生後2日～4日の　　　養児群はやx高率を示したが，他の月令に於てはすべ

新生児及び未熟児5例にプールした初乳を経口的に投　　　ての型で両群に著明な差を認めなかつた。

与した。総投与量は1］．O・v2SOmeで，10時間から12時間

の間に鼻腔ゾソデにより分割投与した。これらのプー　　　　　　　　　V　考按並びに総括

ル初乳のポリオ中和能は32倍から128倍であつた。こ　　　母乳におけるポリオ中和物質の性状と，その乳児へ

れらの初乳投与新生児未熟児並びに対照とした同日令　　の移行に関して，著者は緒言に述べた如き理由を以

の2例合計7例における成績は表7，図11に示した如　　　て，二三の検討を加えた。まず著者が予備実験に於て
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図9　初乳・分画A及びBと各種抗血清との寒天ゲル内沈降反応

　　　　　　　　　　　（Ouchterlony法）

③

K：母　　乳　　　　　泉：抗人血清馬血清

A：分画A　　　　γ2：抗γG－globulin血清
B：分画　B　　　γ1A：抗γA－globulin血清
　　　　　　　　γ1AP：抗γA－paraglobulin血清
　　　　　　　　　γ！M：抗γM－globulin血清

表　6　　　新生児・未熟児における同種及び異種免疫1血清投与前後の

　　　　　血清ポリオ中和抗体の推移

検　体　名

一〇かつ○＊

三〇　伸○＊

吉○ます○＊

駿○久○＊＊

山○照○＊＊

中○秀○＊＊

対　　照　　1

対　　照　2

投与免疫

血清量

20認

6認

15彫

3認

3認

3認

／
／

投与免疫
血清の抗体価

1型　　516倍

皿型　4096倍

1型　　516倍

1型　55000倍

皿型55000倍
皿型　55000倍

新生児・未熟児の抗体価

投与前違、罐毬、鮮陀、静

8倍1　8倍
　4倍i　　4倍
　　　1128倍1　128倍

ユ28倍　　／

　16倍1　／
1024倍　　1024倍

／　1・28倍　／
　　　　　
／　　「　128倍　　　128倍

・周　・倍

　4倍1　　4倍
／　　　128倍
128倍i　ユ28倍

32倍！　32倍
1024倍　．　1024f音

128倍

／
128倍

］28倍

＊同種免疫血清投与，＊＊異種免疫JflLre投与
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表　7　新生児。未熟児における初乳投与前後の1凱漕ポリオ中和抗体の推移

検　体　名

清O　崇○
村Q　京○
小○　康○

平Q　康○
小○窟久○

対　　照　1

対　　照　　2

投　与

初乳量

110認

220me

16〔｝紹

：）　sO　7ne

2SQm6

／／

／

投与初乳抗体価

皿［型　　128倍

［1型　　6・1倍

1型　　32倍
皿？＝［！1　　　128f音

］［型　　64倍

　一／

／

新生児・未熟児の抗体価

、鍔統黄盤礁叢墜鍵ヨ墨編1

256倍

256借

512倍

32倍

8倍

512儂

32倍

／
／
／x”一／

　16倍

／　32倍

　64倍

1024倍

256倍

　32倍

　16倍

512倍

16倍

1，28倍

256傭

5ユ2倍

64倍

32倍

512倍L

8倍

図10新生児・未熟児における1聯丘及び異種免疫　　　　　図M　新生児・未熟児における初乳投ぶ前後の

　　血満投与前後の血澗ポリオ中和抗体の雄移　　　　　　　　lfilmeiポリオ中和わt体の推移

1024

512

256

128

64

32

16

4

〔倍）

酬一一一一一・一・・☆…一・一・・一・・ty－・・一…一一一＿＿△　　　　　1024

512

256

ムー一一一，一一脚鼻一刷r＿得．＿喝顧＿◎t．tSt＿＿＿T””一【州儒＿＿噂問ム　　　　　　　　　　　　128

o
x脚．叫■鴨口嗣・鴨鱒・・，四π備噸幽一一噸曹r，”一閂■・卿悼同顧隅。圃鴨ρ隠”顎鱒甲幽晒噂両曜

x帆“一欄一一一悶脚”騨→ζ棚■騨一脚”騎嶋・賢榊聯m引開随楠一臼陶一r－P一脚一一rご

A〆tF

64

　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　32
　　　　　　　　－－y－△「・・一輔一・・一一△
　　　　　　鰐，♂一
　　　　　のノ　　　－コノ
！〆〆 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16

O－一一一〇一一一〇一一一一一「一一一〇 4

（倍）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投与前　　　　投与後12時間　投与・後24時闘　投与後36時闇
投与曜前　　投厨麦121時IISJ　投与後2411tdE問　投与・1蚤36時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎一一〇　紐乳投与群
　　　　　　　　　　岡種免疫曲L清投引1狩
　　　　　　　　・一一一舶糀免伽清櫛1洋　　　　　　　x一……’“　k’‡照
　　　　　　　　x－一一一一一一咀rζ　　　対　　　r照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62．1％，皿型65．5％，皿型42’4％とされ，山崎⑩の報

得た成績を先人の同様の粟験成績と対比する。ついで　　　缶もほぼ同じ傾向を示し何れも成熟乳に比べ初乳に頻

著者のえた成績1こ就き考察を加える。　　　　　　　　　度の高い点で一一・ikしている。又これらの報働こつき申

　前述の如く母乳申にボリナ中和物質が存在すること　　和能の強さをみるとSabin④は，初乳（平均26倍）

を述べた先人の報告としては，北岡①②，Sabin④，　　　は，成熟乳（平均5倍）よりかなり高値を示したとな

田橋③，山崎⑩，等のものをあげうるが，これらにつ　　　し，田橋⑧が分娩後日数と乳汁抗体価の滅弱とを22例

き母乳におけるポリオ中和物質の保有率（陽性率）を　　　につき追求した結果，並びに山崎の成継も陶様であ

みると，Sabin④は1【型のみにつき検討し，初乳84％，　　り，例えば山崎の成績のうち1型に就てみると分娩

35日～90日53％，91日N180目61e／o，181　H　N356日73　　後第1日では平均320倍，2日目224倍で高値であっ

，％とした。田橋⑧が各型についてみた結果では初乳は　　　たが，3日目頃から急速に減弱し3日圓，4日目では

1型90．2％　ll型91・4％，皿型82・3％，成熟乳は1型　　　19　，8t9，11．3倍，7日目には1．3倍と低下し，　ll型，
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図12　栄養法別にみた乳児の血溝ポリオ　　　　　　　図14　栄ヨ唾法別にみた乳児のi酢L澗ポリ・1・

　　　中和抗体保有率　　　　　　　　　　　　　　　　　　中＄ll抗体保有串

go

50

40

30

工0

％

100

　　　　　　　　，go

麟　・・
陛　人　　　　　　　70

’1・3　栄　　　　　　　60．

50

40

30

20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ケ月23456
　・州　2　3　4　5　6　　　　ゆ月ks
－〉　月含

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によつても各型とも初乳の縛つ中和能は移行乳，成熟
図1X灘購乳児の備酬　　孚・砒べ・・励・・強く，母季・中の…馴噸・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性状の検索には，初乳が最も好都禽と想われたQ従っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て本研究に於ても，性状の検甜の材料などに｝凱虫に初
100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孚Lを用㌔・ることxした0

　90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に本物質の特異性に就て行つた先人の成績なみる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，Sabin④はポリオ中和能の検ttiされた乳汁検体に
　80
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就き，Herpes　sinplex，　Japanese　B　encephaliti6，

70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　St，　Louis　encephalitisi　Western　equine　ence－

6。　　　　　　　　　　　　　　phalitis等のウイルスに対する・博朧を1・塒に検索
　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　し，乳汁中には少くとも5つの異なつた抗ウイルス活

　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性物質の存在することを述べるとともに，ポリォ中和

　40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、能の強かった検体も他のウイルスには，活性を示さな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつたとしてポリオ中和能は牲異的な亀のだろうと考

　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えた。叉田橋⑧は3型のうちいずれかの型の血溜抗体

　2D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を欠如した億親の母乳では，」血満に欠如した型と同じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型の中和物質な認めなかつたとして上述のSabinの

　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意見に賛成した。著春が各検体別にその保衡す篭｝中和

　　　　1州　2　3　4　5　6　　の各型｝こ対して中穐眈示したが，然らざるもの即ち
　　　→月令　　　　　　　　　　　　　　　　　　二つの型又は一・一つの型に対してのみ中和能を示すもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も相当数認められた。即ち著港の成継からも掃乳中の

皿型も同様の傾向を示したという。著者が母乳駈初乳　　　中和物質は型特異性を持っ可能性が示唆された。

（・1紺4日），移行乳（5～14日），成熟乳（15日以後），　　　次に加熱並びに傑存と中和能との関係をみるに，煎

と区分して，その夫々の平均中和物質濃度を見た成績　　　者に就てはSabin④，　Warren⑦の結果と陶様に56°
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C3〔〕分では不変であつたが，80°C，98°G　30分の加温　　　討’した所r－－globulinと考えられた。

では不活化され，母乳中の中和物質と1血L清中和抗体と　　　　乳汁中におけるウイルス中利物質の性状な，この様

は加熱に対し同様の態度を示すように思はれた。保存　　　にして得られた者燈自分画別に検討した成績は，著者

による影響に就てみた成績としては牛乳につき調ぺた　　　の知る範囲では内外の何れに於ても見あたらなかつた

北岡②の成績をみるに止つた。北岡によれば4吼中の　が，ttSの検言儲果によれば、1備と乳汁で眼り，

ポリq’中和物質には不安定因子と安矧蓉仔とがあり，　　」血L満ではA！分画のみに証明さ2z，他の分酬こは証明

不安定閃子は1ヶ月間の氷室保存によつて消失したと　　　されず，之に反し初乳ではA分画のみならず，B分画

している。著者が一20°Cに3ケ月保存後測定した成　にもほ増賜瞳にi　［遡された。なおエ｛…e・⑯は上述

績では一岨のポリオ輔1能は一漁こ於て軽脚）低下　した方法によつて得られた各蛋白分隙こつき同種凝集

を認めたが，著朋な変化とは鮒め難く当教蜜に於ける　　　素と溶速菌抗体の存鹿な検査しているが，溶連繭抗体

1aL清中和抗体の同様の経験に∫’ヒベ火藻を認めなかつ　　　は初乳の場合には1，1［，皿の斉分闘に証閉されたと

た。なおS・bi・④は乳f’・1・・leア・L・　…一・吸び徽鯉謄　
し．てい7。、。

加える等の検討を行い・・睡1物質の解i三部位は脂肪や　　瀦は次にこの様に、CQ1・・m・hr。mat・graphy　V：

caseinの巾ではないとしている。薯港の巽験に於て　　　よつて溶出され，かつポリオ中和能を示した初季L　a）螢

も，乳汁から・a・eii・醐し・九時のポリオ申和能と除　降1分圃につき，さらに免泌匡鋤動法によつて検討を

かない時のポリオ中和能との1｝｛」には大薙がなく・その　　行つた。人乳の免疫躍気泳動による検附としてほ，

存在部位嫁casein以外であると思われた。　　　　　　Karte⑲，　Gugler⑲⑳，　Hansen⑳⑳等のものがあげ

　以上、著渚が予備実験でえた成績は先人の戒績と多　　　られる。N乳汁中のポリオ中和物質に．っぎ血澗免疫単

くの点で一致した。即ち乳汁巾ポリオri・和物質は，ユ）　　的検齢を行つた戒績としてはA喚r＠ya⑥曙），　Warren

初乳中に多量に含まれ，2）56°C3｛｝分の加楓に耐え　　⑦らのものがある。　Athreya④らはImmunoclif一

るが・800C　30分，98°C　30分で1よ破壌され，3）－20°　　fttslon　techniqueにて精製したポリオウイルス抗原

C3ケ月の保存によつて，その中和能に．著しい低下は　　　と乳汁とを反応させln瓦澗を対照として比較した結果，

認められない，4）型勝異的の可能性が考えられ，5）　　　似乳中の中和ll勿質砿血澗のそれと同Ptのものと滑えら

casein以外に存在す羅♪等である。　　　　　　　　　　　れるとした。　Warren⑦らは濾紙電気泳動法と沈降反

　以上の予備笑験に蕪き著岩は初乳につきcolumn　　応を応用して検索した結果，輝乳中の中和物質はおそ

chromatographyと免疫電気泳動を行い，その成績　　　らく特異抗体であろうが，その性状は翠明だとした。

を血滴の場合と可及的に比較しつ耳弓：乳中のポリオ中　　　　薯渚の成績によれば初乳中においてポリオ中和能

和物質の性状の検討を企てた。　　　　　　　　　　　　を示したA，B両分醐のうちA分繭中に鳳乳汁γG一

　column．chromatographyによる蛋白の分析は　　　globulinと，γ　A－910bulinとの両方を含み，さら

S・b・・⑭晦の功撫・飾肺願・が，人の裾Lを　におそらくMS，－9励・linと思われる⑯⑯瞬L購

Diethylaminoethy！－celluloseを用いて分析し・た成　　　有な抗原性物質をglobulin領域に証明した。2に反

績としては，H・・sen⑯ら轄松⑰のものなどがある。　してB頒中には乳汁γA－91。b・1i・のみを舗と考

Hansen⑯らはtris（hydroxymethyl）amin。me一　　えら2・tた。而してγMg1。bulinは何れの楊含も含ま

th・ne－hyd…h1・ri・acidをb・fferとし食塩灘　 漁かつた。なほこの点醐しては，，　H・n・en⑯もや

を連続的に増加しながら展開を行つた。その結果は少　　　はり溶連菌抗体は第工張白分画と第3蛋白分醐の両方

くとも七っの蚤白分画に分けられたという。著者は　　　に存在し，第1蛋白分画は乳汁γG一郎obuHn，乳汁

bufferはとくに使用しなかつたが・分けられた60本　　　γ　A－910bulin等が混在し，第3蛋白分画は乳汁γA

のうち任意に5本を選びPHを測定した所・いずれも　　　一一globulinであつたとしている。

PH　7、　O　－k　1．〔〕の範閉にあり，又食塩濃度は各分繭に　　　　さて母親の抗体や抗灘素などが新生児に移行する径

つき実測したが，その値はほぼ連続的に増鐙してい　　　路としては一般に二っ考えられる。即ちその1は径胎

た。かくしで著者の方法によつて初乳を展開した結果　　　盤によるものであり，その2は径乳汁によるものであ

は食塩濃度0・0375Mから0・3Mまでの間に大きな2　　る。弼してこのうちどちらが主であるかは，胎盤の構

っのpeakが得られた。なお同時に全く同様な方法で　　　造も密接に関係し動物の種類によつて異なる。同時に

」血清にっいても検討を行つたが，初乳と1filtwとの成績　　　移行する物質の性状によつても異るとされる。例えば

は殆んど同様で血清に於ても2つのpeakを得た。な　　　Vahlquist㊧は容易に胎盤を通過するものとしてジフ

お試みに血湾で得られた分画Aノを濾紙電気泳動で検　　　テリアや破傷風などの抗毒素，連鎖琢菌などに対する
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　溶」血素，ポリォ，麻疹などの抗ウィルス抗体などを，　　　iii）加熱（80°C，：／　（）分）鶴」：つて破壊iされ南1♪が保存

　又胎盤を通過しないものとして腸チフス菌H，大腸菌　　　（－20°C，3ケ月閲）に」；つては藩し，い影響な受けず，

　H或は0抗体などの抗細菌性抗体や皮膚感作性アレル　　　iv）ca呂ein中には含府さ2tないことが明らかとされ

　ゲソなどをあげている。しかし一面これらの抗体や抗　　　た。

　毒素などが径腸管性に移行したとの報告も古くから　　　　2）　初唄、をcolttnin　chromat（）graphyによつて検

見られている（V。hlq。i、t⑳，古IU⑳⑳，　T。vey⑳t　鯨1した締1じ二つの1’・ak（L　1［）が離・オ・〔。斜卜1・

L・isse・ing⑱V・・G・er⑳）。〕sc，ポリォ・1綱淋　 ・1・欄撚その棚tl二も　働られた。

　に就てもTompson⑳は・マウスを用いLansing株の　　　　3）上述のPeak　lの一部につ曇免疫個気泳鋤法

　抗体の血中への移行を1謂i明している。従つて今回取り　　によつて検禦した甜果この都分よ脳よγG礪lobulin，

　あげた人に於けるポリオ中和抗体がたとえ徹1胎盤i性に　　　　γA－tSTIobulinと｛り浮L物有のgl（｝bu1inとが1司短霞れ
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